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SYNOPSIS: This paper presents a study of Mie-sca机ering SHG-L¥der system carapaerd with

fundamenもal YAG-Lider on measurring snow-falling c一ouds.

1.　はじめに

Nd3+: Y A Gレ-ザの基本液(I.06nm)を伺い灸システムにより､これまで米沢市上空の

局所的な降雪雲の挙動について観測を行い､成果をあげてきた｡本報告では､　Y A Gレ-ザの

笥2高調綬( 0.53u rn)を光源に用いたミ一散乱し-ザレ-ダシステムを構成したので､基本

滑を伺い灸システムとの比較｡検討'を行う｡

2.　S H Gシステムの利点とシステムの桂成

(a)S H Gシステムの利点:レ-ザレーダーの光源にS H Gを用いた場合の利点としては､

(幻大気中微粒子による光の後方散乱係数が基本嫁に比べて且柿大きい｡

②光検出系に樺伺する光電子増倍管は､放射感度及び慶子効率の高いものが基本渡河に比べ､

S 冒 G周のものの方が容易に人草可能である｡

C3)可視域であるのでシステムのアライメントが容易である｡

といっ泡ような点があげられる｡

(b)S H Gシステムの構成: Fig.1にレ-ザレ-ダー

システムの檎戒を示す｡基本波からS H Gへの移行

には､　S H Gを発生させる勉めのS H G結晶を挿入

することと､光電子増倍管を　0.53がmに感度を持つ

ものに交換することが必零である｡

S冒G結晶としては､最も新しいS H G結晶であ

るB B 0(β-BaB204)を用い､ S H Gの出力を上げ

る食め､ 8B O結晶への入射前にレンズで絞り込ん

でいる｡光電子増倍管は0.53am　にピーク感度を持

つR1547型PMT (浜松フォにクス製)を使用することにし

灸｡　これにより､豊子効率は　0.028　%から　5　%へ

と大き　く改善された｡

3.基本線を用いた場合との比較検討

茶システムにおけるS/Ⅳ比は次式で与えられる｡

S/N=
n s M

(n s+2 (n b　+nd ) }

ris:受信光電子数､　nb:背景光による電子数､

Ll :緒書籍数､　　　　M .'パ)レス稽算回数
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nd:暗電流による電子数､



また､　nS,　n b　は

a s　=
(R)T符(2)StKA
nbr△入出Ts符
huhv

h:ブランク定数､　ソ:光の振動数､　　苛: PM Tの慶子効率､

Sb:天空輝度､　　　E2 :望遠鏡裾野､　△入:検出光スペクト)i,幅

で与えられる｡上記(且　　　(3)
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式より計算し灸S/N比をFig.2に示す｡また､上空2000m

に厚さ500mと､ 3000mに厚さ1000mの二層の雲があると仮定

L,た場合のS/N比をFig.3に示す｡

なお､本システムの諸定数は､

レ-ザピーク出力=10　醐(基本波)､ =5　MW(S H G)､

レ-ザパルスの空間長=1.5in､光学系の全効率=12　%､

検出分解時間=且00　nsec､受光面碑=0.062　fflg､

慶子効率=0.028　% (基本線)､ 5　% (S H G)､

天空輝度=0.08　日/nin/sr/nig､パルス積算回数=180　回

である｡

基本波におけるβC　の値は､過去のデータ-より

5.QXIQ-4　摘　Sf　コとし､　S H Gではi｡OXH)-3[m-1Sr-1]

としてある｡
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実夢禁の観潮結果をFiォ.冬に示す｡

(a)Fandamental: (8?/ll/04 13:35-17:50) M=180

PMT=1100(V)削nd=(SW>WNW) 2.0-2.5[m/S〕

Fig.3
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(b)SHG : (88/01/31 19:55-20:53) M= 30

pMT= 500(V) Wmd=( WラWSW) 2.5-5.0[m/S〕
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s H Gによる降雪雲観測の有利性を予想し､システムを改造し泡｡解析の結果､高度4000m以下

ではS H Gの有効性が確かめられた｡また､実際の観測でもS H Gを便周することにより､低高度

での降雪書がより鮮明に捉えられることが確かめられた｡
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